
2012年度秋学期　解析応用　第１３回演習の解答例

1. fX(x), fY (y)をそれぞれX,Y の周辺確率密度関数，fXY (x, y)をX,Y の同時確率密度関数とすると，
X,Y は独立ですから，fXY (x, y) = fX(x)fY (y)です。よって

E(XY ) =

∫∫
x,y

xyfXY (x, y)dxdy

=

∫∫
x,y

xyfX(x)fY (y)dxdy

=

∫
x
xfX(x)dx

∫
y
yfY (y)dy

=

∫
x
xfX(x)dx

∫
y
yfY (y)dy

= E(X)E(Y )

(A1)

なお，
∫∫

x,y
は x, yの両方について−∞から∞まで積分すること，

∫
x
（
∫
y
）は x（y）について−∞か

ら∞まで積分することを意味します。

2. 以下のとおりです。

MX+Y (t) = E[et(X+Y )] = E[etXetY ] =

∫∫
x,y

etxetyfXY (x, y)dxdy

=

∫∫
x,y

etxetyfX(x)fY (y)dxdy

=

∫
x
etxfX(x)dx

∫
y
etyfY (y)dy

= E[etX ]E[etY ] = MX(t)MY (t)

(A2)
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